
１．基本情報

1

4

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価及び対応方針

４．今後の展望（評価会議最終評価）

平成３０年度　施策評価シート

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

担当部 福祉保健部基本施策 高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

単位施策名称 高齢者福祉の充実

施策の
方向性

●高齢者が様々な分野で生きがいを感じられるよう、高齢者の社会参加や元気づくりにつなが
る取り組みを支援します。
●保健・医療・福祉が連携して高齢者を支えるため、高齢者福祉サービスの充実を図ります。
●住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、住民、民間団体、行政機関などが一体となった支
援の輪を広げます。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

1
シルバー人材セン
ターを通じて就労
した高齢者数

人

目標値 45,480 45,600 45,720 46,200 46,560

実績値 44,760 37,750 35,457 33,819 0 0

2

目標値

実績値

0達成状況 未達成 未達成 未達成 0

目標値

達成状況

4

目標値

達成状況

3 実績値

実績値

達成状況

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

シルバー人材センターとの協議のうえ、専門的な技能を活かせる新しい雇用を創出しました。シル
バー人材センターの登録会員数は微増していますが、就労した高齢者数は減少しています。会員数
の維持又は増員を図るためにも、魅力ある雇用が更に創出できるよう、業務内容の工夫が必要であ
ると思われます。

高齢者の現役時代のキャリアを活用できる業務や生きがいを感じる業務など、新しい雇用の創出に
ついてアイデアを出していきます。

作成担当部長 福祉保健部長  山西　仁子

目標値未達成です。実績値は減少傾向にあり、目標値との差が広がっています。引き続き新しい雇用の創
出等でシルバー人材センターを通じて就労した高齢者数の減少の抑制を図ることとし、現在の方向性で施
策を継続することとします。



【参考】施策の推進に要したコスト (単位:千円)
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区分 事業名称 事業費

施策の成果を
押し上げる

事業

事
務
事
業
計
画

シルバー人材センター助成事業 13,761

シルバーワークプラザ改修等事業 8,694

施策の成果を
維持する事業

財
政
計
画

高齢者居宅生活支援事業 1,532

老人福祉施設入所者等措置事業 26,455

北交流センター集会所維持管理事業 5,781

老人福祉センター維持管理事業 23,086

老人保健施設等整備助成事業 731

敬老事業 16,908

老人クラブ活動助成事業 6,149

合計 103,097



１．基本情報

政策体系

1

4

1

２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

決算 13,761 0 0 0 0

当初予算 13,761 0 0 0 0 13,761

13,761

指標の設定方法 高齢者に就業の場を提供することが目的のため、会員数を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

目標値

実績値③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

390 396 403

実績値

目標値

R1年度 R2年度

① 会員数 人

目標値 390 393 395 396

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 達成 達成 達成

396

実績値

活動計画 活動実績
○ 高齢者が働くことで生きがいを見つけるとともに、

支援を必要とする人を支える地域づくりを推進する
ため、補助金交付を通じ、就労に関する支援や子育
て支援事業等を行います。

○ シルバー人材センターに対し補助金を交付し、高齢
者へ就労の場を提供するとともに、高齢者の地域活
動促進を行いました。

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

単位施策 高齢者福祉の充実

平成３０年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 シルバー人材センター助成事業 事業番号 141101

担当部署名 福祉保健部 高齢介護課

高齢者の多様な就業ニーズに応じ、地域の日常生活に密着した就業機会を確保・提案し、地域社会の活性化を
図るため、シルバー人材センターに対し補助金を交付します。



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

方向性を踏まえた
今後の展望

目標値を達成しています。引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま
す。

事業継続

高齢者の現役時代のキャリアを活用できる業務や生きがいを感じる業務など、新しい雇用が創出でき
るようアイデアを出していきます。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

今後の方向性 事業継続

今後も高齢者が増加していくことを踏まえ、働く意欲のある高齢者の長年培ってきた知識や経験を活
かせる場所として、又は就業機会を提供する場としてシルバー人材センターは重要な役割を持つこと
から、事業を継続していく必要があります。

作成担当課長 高齢介護課長　中本　孝弘

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

事業目標は達成していますが、今後定年延長や高齢者の再雇用促進等の影響による会員数の減少が懸
念されます。魅力ある雇用が創出できるよう、業務内容の工夫も必要と思われます。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性

高齢者人口は増加しているものの、企業における定年延長や退職者の再雇用制度の普及などの社会的
な要因もあり、会員数は微増に留まりました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）



１．基本情報

政策体系

1

4

1

２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

決算 8,694 0 0 4,400 0

当初予算 10,480 0 0 5,900 0 4,580

4,294

指標の設定方法 施設改修が目的のため、事業進捗率を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

目標値

実績値③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

- - 100

実績値

目標値

R1年度 R2年度

① 事業進捗率 ％

目標値 - - 100 -

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 - - 達成

-

実績値

活動計画 活動実績
○

○

シルバーワークプラザの屋根及び外壁改修を行いま
す。
　・外壁の補修。
　・外壁・屋根等の塗装。
　・外部建具まわり及び水切りまわりの補修。
冷暖房設備機器一式の更新を行います。

○

○

シルバーワークプラザの屋根及び外壁改修を行いま
した。
冷暖房設備機器一式の更新を行いました。

基本目標 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

単位施策 高齢者福祉の充実

平成３０年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 シルバーワークプラザ改修等事業 事業番号 141104

担当部署名 福祉保健部 高齢介護課

府中町維持保全計画の改修・更新計画に基づき、シルバーワークプラザの屋根及び外壁の改修を行います。ま
た、冷暖房設備の更新を行います。



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

方向性を踏まえた
今後の展望

事業の目標を達成したため、事業を完了することとします。

事業完了

工事完了により、事業目標を達成しました。

作成担当部長 福祉保健部長　山西　仁子

今後の方向性 事業完了

工事完了により、事業目標を達成しました。

作成担当課長 高齢介護課長　中本　孝弘

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

府中町維持保全計画の改修・更新計画に基づき、シルバーワークプラザの屋根・外壁改修及び冷暖房
機器の更新を行いました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性

府中町維持保全計画の改修・更新計画に基づき、シルバーワークプラザの屋根・外壁改修及び冷暖房
機器の更新を行いました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業完了

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）


